
今泉太爾様分析：https://wellnesthome.jp/8938/2015/07/16 総合資源エネルギー調査会基本政策分科会
長期エネルギー需給見通し小委員会（第11回） 資料３

経産省は住宅への太陽光の導入見込みをなぜ極めて低く見積もったのか？ なぜ普及に消極的なのか？

2030年導入見込みの900万kWは
2016年09月に達成！

2015年発表の長期エネ需給見通しにおける住宅の太陽光の想定は、１年で実現してしまうほどの低い見込み量だった
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21/4/26検討会竹内委員の提言資料

https://www.mlit.go.jp/jutakukentiku/house/content/001403276.pdf

PPA: Power Purchase Agreement（電力販売契約）モデ
ル

太陽光は10年少しで元がとれる 初期コストを負担できない施主向けに初期コスト無料のPPAもあり
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京都市が太陽光発電の説明義務化を開始

http://www.pref.kyoto.jp/energy/documents/leaflet.pdf

2030年までに増やせるポテンシャルが大きい建築物への太陽光発電 地域の普及を国が後押しすべき
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工務店へのWEBアンケート（新建ハウジング 2021/05実施）
太陽光発電の設置義務化をどう考えるか？

賛成２割 半数が態度を保留 地域ごとの普及策で現場にも受け入れられる可能性

賛成 21.8%

反対 35.9%

どちらともいえな

い 42.3%
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3建築への太陽光の搭載は構造や規制にも関係する「建築の課題」
設備の省エネも頭打ちとなる中、

太陽光発電などの再エネ活用は不可欠
建築に太陽光発電を載せた場合は、

少なくとも自家消費分は「建築の省エネ」に認めるべき
売電分も議論の余地あり

建築の太陽光搭載は重要課題「省庁の谷間」に落っこちずに普及が進む建て付けが必要
主体となる省庁に「責任」と「評価」を一体として預けるべき

33



あり方検討会 素案では断熱・省エネの
上位等級の設定が記述されるも詳細なし

４.「断熱の上位等級」問題 34



問題４ 性能表示における高い断熱性能の設定

省エネ基準の等級４はもちろん、ZEHの外皮性能は必ずしも高くない より高い断熱性能の設定が必要

ZEHは旧G1の数字を
大きい側に丸めて策定

外皮熱貫流率UA値は
小さいほど熱が逃げにくく

高断熱

HEAT20はその後
より高断熱（UA値が小さい）

の方に修正したため
ZEHと新G1の乖離が
５地域以北で大きい
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